
R 施工説明

■安全のためご使用前に必ずお読みの上
　正しくお使いください。

※ご用意いただく物
①工具類（19㎜スパナ、ドライバー等）
②コンクリート金属用接着剤
③コンクリート釘

手順①設置する基礎、束石に十分な強度があるか確認し、
　よく清掃してください。
②あらかじめ「鋼製床束」の高さを束高よりも少し低く
　調整しておきます。
③大引の裏に先付けすると、楽に施工できます。
　90～100㎝（約3尺）ピッチで千鳥（交互）に配置し、
　付属のビス4本で固定してください。

④基礎、束石に接着剤を塗布してください。
⑤所定の位置に大引を設置してください。
⑥手で中央の「ターンバックル」を回して高さを調整し、
　接着剤がはみ出すまで圧着してください。

⑦「ターンバックル」上下の確認穴の中に
　ボルトが見えていることを確認します。
　見えない時は高さが足りないので
　大きいサイズに取りかえてください。

⑧「ターンバックル」を
　固定しながら上下の
　「ロックナット」を締め
　付けて完了です。

・必要に応じてコンクリート釘で
・固定してください。

右（時計回り）に回すと高くなります。
回しにくい時はドライバー等を差し
込んで回してください。
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＊FS14-21及び
＊ FS11-15は
＊ ターンバックルの形状
＊ がイラストと異なります。
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